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№ 書類名 項目 質問内容 回答

1 仕様書 4⑴開催日程・期間・場所
　イ　期間

参加者は宿泊施設に宿泊し、宿泊施設か
らキャンプ会場に通うことを基本とす
る。

「参加者は宿泊施設に宿泊し、宿泊施設からキャンプ会
場に通うことを基本とする。」とありますが、例外とし
て「自宅から通い」を認めることは可能ですか？

宿泊は必須です。

2 仕様書 4⑴開催日程・期間・場所
　イ　期間

参加者は宿泊施設に宿泊し、宿泊施設か
らキャンプ会場に通うことを基本とす
る。

「通い」が認められる場合、公平性を担保するために
「参加者全員、通いとする」として設計することは可能
でしょうか？

通いは認められません。

3 仕様書 4⑴開催日程・期間・場所
　イ　期間

参加者は宿泊施設に宿泊し、宿泊施設か
らキャンプ会場に通うことを基本とす
る。

「宿泊を基本」として募集をかけた場合、保護者から
「自宅から通い」を要望された可能性があります。この
とき、受託者はどのように対応すべきでしょうか？「宿
泊以外は厳禁」という態度で応募者に対応してよろしい
ですか？

そのとおりです。

4 仕様書 4⑵募集対象
　イ　募集人数

25名以上

「25人以上」とあるが、VALORANTは5人1チームであり、
「25人だと奇数の5チーム」となる。チーム対戦型ゲー
ムをあえて奇数に設定した理由をご教授願います。

キャンプ期間中、全てのチーム・参加者が常時対戦する
ことを想定していません。
対戦していないチームは、他チームの試合を見学した
り、戦術検討をしたり、チーム内でのコミュニケーショ
ンを高めるなどの時間として活用することを想定してい
ます。

5 仕様書 4⑵募集対象
　イ　募集人数

25名以上

仕様として「25名未満」とすることは禁止でしょうか？
カリキュラムを考えると「20名の4チーム」が適切だと
考えます。

仕様書記載のとおり、募集人数は25名以上です。

6 仕様書 4⑶トレーニングキャンプ内容
　オ　食事の提供 （宿泊施設での食事も
含む）

「特産品」とありますが、これは埼玉県内に工場があり
地域に愛される食品も含まれると認識でよろしいでしょ
うか。

仕様書に記載している「県産品」については、県内で生
産された農産物、加工品等を指します。県内工場で生産
されているものも含まれます。

7 仕様書 4⑶トレーニングキャンプ内容
　オ　食事の提供 （宿泊施設での食事も
含む）

地域の専門学校／大学／高校と協業してのメニュー開発
に関してはお弁当等食のメニューのみでしょうか。菓子
等の提案も可能でしょうか

可能です。

8 仕様書 4⑶トレーニングキャンプ内容
　オ　食事の提供 （宿泊施設での食事も
含む）

開発メニューはその後ブランドとして製造・発売元が販
売展開をしても差し支えございませんでしょうか。

可能です。

埼玉県eスポーツトレーニングキャンプ2023運営業務委託に係る企画提案競技に関する質問への回答



令和5年12月1日

№ 書類名 項目 質問内容 回答

埼玉県eスポーツトレーニングキャンプ2023運営業務委託に係る企画提案競技に関する質問への回答

9 仕様書 4⑷見学会、セミナー

見学会の後に引き続いてセミナーを実施
するなど、見学者が参加しやすいよう工
夫すること。

「見学会の後に引き続いてセミナーを実施するなど、見
学者が参加しやすいよう工夫すること。」とあります
が、見学会とセミナーを連続させると、キャンプ開催中
（土日祝など）にセミナー用の余分な人員リソースとコ
ストを確保する必要があります。セミナー開催は必須で
しょうか？

必須です。

10 仕様書 4⑷見学会、セミナー

見学会の後に引き続いてセミナーを実施
するなど、見学者が参加しやすいよう工
夫すること。

企業・教員向けの内容になるはずであり、土日祝が想定
されるキャンプ中ではなく、平日に映像投影による擬似
見学会、引き続きのセミナー開催は可能でしょうか？

不可です。
キャンプ開催日程については、土日祝日以外にも高校の
春休み期間も想定しています。
学校関係者や自治体、企業等の関係者にｅスポーツを理
解してもらうためには、ｅスポーツ現場を直接見てもら
うことが効果的であると考えています。そのため、キャ
ンプ実施期間中の見学会が必須です。

11 仕様書 5⑶会場・運営機材等
　ア（ア）　会場使用料の負担

トレーニングキャンプ実施に係る会場使
用料、および付帯設備使用料は受託者が
負担すること。前日設営が必要な場合に
も同様のこと。

「会場使用料、および付帯設備使用料は受託者が負担す
ること。」とあります。eスポーツイベントのように、
実行委員会が仮押さえしている施設はありませんか？

ありません。

12 仕様書 5⑶会場・運営機材等
　ウ　運営機材等

（ア）参加者一人につき１台のゲーミン
グパソコン（モニター、ノイズキャンセ
リング機能付きヘッドセット、キーボー
ド、マウス等周辺機器を含む）を使用で
きること。

「参加者一人につき１台のゲーミングパソコン」とあり
ます。参加者を25名とした場合、25名全員がパソコンに
アクセスしているケースは希少であると考えられるた
め、パソコンの台数は合理的に対応しようと考えていま
すがよろしいでしょうか？

結構です。
ただし、仕様書4⑶トレーニングキャンプ内容「イ
キャンプ参加により期待される効果」を満たすよう、具
体的な実施方法及び使用台数を企画提案してください。

13 仕様書 5⑷宿泊施設
　ア　アクセス

埼玉県内に所在し、かつトレーニング
キャンプ施設から徒歩又は公共交通機関
により30分以内で移動できる施設である
こと。

「徒歩又は公共交通機関により30分以内で移動できる施
設であること。」とありますが、会場によっては宿泊施
設まで「チャーターした小型バスあるいはタクシー」で
の移動が必要になる場合があります。公共交通機関使用
は必須でしょうか？

本企画提案競技では、バス（借り上げ含む）、タクシー
（借り上げ含む）、鉄道による移動を公共交通機関によ
る移動とします。
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14 仕様書 5⑷宿泊施設
　イ　部屋

参加者が宿泊する部屋は、一人ずつ個室
を用意すること。

「参加者が宿泊する部屋は、一人ずつ個室を用意するこ
と。」とあります。コロナ明けの春休み期間に相当する
ため、「一般的なホテルのシングルルーム」が確保出来
ない可能性があります。「一人ずつ個室」は必須でしょ
うか？

申込みやすさ等を考慮し、「一人ずつ個室」としており
ますが、相部屋とすることにより、キャンプの実施効果
が高まると期待される場合は、その旨含め企画提案して
ください。

15 仕様書 5⑺参加者の選考

ウ　県内と県外の参加者の配分は、別途
実行委員会と調整すること。

「県内と県外の参加者の配分は、別途実行委員会と調整
すること。」とあります。「県外は参加不可能」と考え
ていましたが、受け入れ可能という理解でよろしいです
か？

受入れ可能です。

16 仕様書 5⑺参加者の選考

ウ　県内と県外の参加者の配分は、別途
実行委員会と調整すること。

その場合、県外に向けた告知も必要になると考えます
が、正しいですか？

そのとおりです。

17 仕様書 5⑺参加者の選考

ウ　県内と県外の参加者の配分は、別途
実行委員会と調整すること。

また、実行委員会で想定している「県内と県外の割合」
は概算でいくつ：いくつ程度でしょうか？

「県内と県外の割合」は県内８割、県外２割程度を想定
しています。

18 仕様書 5⑻応募者・参加者との連絡調整

イ　募集開始からキャンプ終了後１週間
程度の間、応募者・参加者からの問い合
わせ窓口（メール及び電話）を設けるこ
と。

「応募者・参加者からの問い合わせ窓口（メール及び電
話）を設けること。」とあります。冷やかし・いたずら
を含め、およそテレビゲームに関する問合せに電話を使
用することは望ましくありません。またテレワークが進
む中で、固定電話の前に常時配置されている人員も減っ
ています。電話回線の確保は必須でしょうか？

専用回線の確保は不要です。
問い合わせをメールのみとする場合には、質問に対して
は翌営業日までに返信を行ってください。
ただし、参加者や参加者の保護者からの問い合わせに対
しては、メールだけでなく電話での対応もできるように
してください。

19 仕様書 5⑾　参加者負担金

ア　参加者がトレーニングキャンプに参
加するにあたり、滞在期間中の宿泊代、
食事代、交通費等は、参加者から自己負
担金を徴収すること。
イ　自己負担金の内訳及び金額について
は、実行委員会の承認を得ること。

「滞在期間中の宿泊代、食事代、交通費等は、参加者か
ら自己負担金を徴収すること。」とあります。実行委員
会が「妥当」だと考える自己負担金の「金額感」をご教
授願います。
宿泊・食事・移動その他経費の指針をいただきたいと考
えています。「〇〇円～△△円」で結構です。

4万円程度を想定しています。


